
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

原爆症認定集団訴訟・長崎 

５日目   座り込みニュース 

6 月 

27 日 

(金) 

座り込み  

６月３０日（月）～７月４日（金）  

１２時～１３時 座り込み 平和祈念像前 （雨のとき被災協会議室） 

７月２日（水） １４時～１７時 街宣車での行動（城栄町、住吉、滑石、稲佐方面） 

７月５日（土） １４時～１５時 街宣（浜の町鉄橋） 

みなさんの

参加を ！ 

昨日に続き、強い日差しが照りつける中、平和

祈念像前で４０名、座り込みをおこないました。

森内原告団長と原告の下平さんは支援のお礼と全

員勝利まで頑張る決意を述べ、支援を訴えました。

 ４日間連続参加の熊本の原告、廣瀬さん、井上

さんも未認定の人たちのため頑張りたいと話しま

した。 
今日の座り込みは原水禁が責任団体で、中崎会

長は訪朝団活動の報告と、被爆者には時間がない、

訴訟を支援していくと述べました。連合長崎の高

石会長はこれまでの却下ありきの認定行政を批判

し、一日も早く原告が認定されるよう支援したい

と述べました。核禁会議の川村議長は核兵器廃絶、

被爆者の支援を続けていくと述べました。  
 被爆連の奥村議長は肝機能障害が認められたの

はうれしかった、厚労省に認めさせていこうと話

し、証言の会の濱崎代表は被爆証言を後世に残す

活動を通し、国への怒りを述べ、支援していくと

述べました。最後に支援する会の山田事務局長は

８月６・９日に向け、福田総理へ全面解決を求め

取り組むので、さらなる支援をと参加者に訴えま

した。 

長崎市長との面談 

６月２６日、森内原告団長、原告の中島さん、

中村弁護団長、森永弁護士、谷口代表委員、山

田事務局長が田上市長と面談し、原告の一括救

済などを国へ働きかけるよう求めました。 

７月３日には金子知事と原告団、弁護団の

面談が予定されています。 

原爆症認定集団訴訟を支援する会・長崎 

長崎市岡町８－２０ 

電話０９５－８４４－０９５８ 

7 月 7 日（月）13：30～2 陣原告・第 13 回口頭弁論  

13 時までに長崎地裁 1階ロビーにおいでください。 

傍聴参加をよろしくお願いいたします。 


